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MSCs を抽出した。MSCs と MRI 造影剤として使用されている鉄成分を含んだフェルカルボト
ランを共培養することで、磁性化 MSCs を作成した。膀胱鏡を用いて、膀胱前壁に 20mm×
20mm の経尿道的電気凝固（TUF）を施行した。TUF を施行したのみの control 群（4 例）、
磁性体化 MSCsを膀胱内注入したのみの膀胱注入単独(MSC M-)群（4例）、MSCsを膀胱内に 
注入した後に腹壁から 1 テスラの磁石を用いて膀胱前壁に磁気ターゲティングを行った
ターゲティング(MSC M+)群（4 例）の 3 群を設定した。各群において、TUF 施行 2 週後に
MRI 撮影による画像評価を行った後に膀胱を摘出し、HE 染色およびαSMA 抗体を用いた免
疫染色によって、組織学的に評価した。また、摘出した膀胱の損傷部位を採取し、組織再
生に関与する分子群の発現を解析した。 




















別記様式第 7号（第 16条第 3項関係） 
 
最 終 試 験 の 結 果 の 要 旨 
 
博士の専攻分野の名称 博士（ 医学 ） 
氏名 定秀 孝介 
学 位 授 与 の 条 件 学位規則第 4 条第 ○1 ・2 項該当 
論 文 題 目 
Endoscopic repair of urinary bladder with magnetically labeled mesenchymal 
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 判  定   合  格 
 
 上記 3 名の審査委員会委員全員が出席のうえ、平成 31 年 2 月 7 日の第 78 回広島大学
研究科発表会（医学）及び平成 31 年 2 月 5 日本委員会において最終試験を行い、主とし
て次の試問を行った。 
 
1  膀胱再生における先行研究 
2  膀胱再生及びその解析における研究手法の詳細 
3  MSCによる膀胱再生の分子メカニズム 
4  鉄分子および磁場が再生に及ぼす影響 
5  臨床応用に向けての課題       
 
これらに対して極めて適切な解答をなし、本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関
係事項に関する本人の学識について試験した結果、全員一致していずれも学位を授与する
に必要な学識を有するものと認めた。 
 
 
 
 
 
